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家族介護の状況

（１）主な介護者

○要介護認定者、特養入所待機者、施設入所者ともに「家族である」が６割を超えている。

■主な介護者

家族である 家族ではない 無回答

（ n ）

ポイント以上

ポイント以下

施 設 入 所 者

要 介 護 認 定 者

【特養入所待機者】

全 体

％

※ 施設入所者は、施設入所前の状況について聞いた

（２）主な家族介護者の属性

① 性別

■性 別

男性 女性 無回答

（ n ）

ポイント以上

ポイント以下

施 設 入 所 者

要 介 護 認 定 者

【特養入所待機者】

全 体

％

※ 施設入所者は、施設入所前の状況について聞いた

○主な家族介護者の性別は、要介護認定者、特養入所待機者、施設入所者ともに「女性」が６割前後

となっている。 
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家族介護の状況

（１）主な介護者

○要介護認定者、特養入所待機者、施設入所者ともに「家族である」が６割を超えている。

■主な介護者

家族である 家族ではない 無回答

（ n ）

ポイント以上

ポイント以下

施 設 入 所 者

要 介 護 認 定 者

【特養入所待機者】

全 体

％

※ 施設入所者は、施設入所前の状況について聞いた

（２）主な家族介護者の属性

① 性別

■性 別

男性 女性 無回答

（ n ）

ポイント以上

ポイント以下

施 設 入 所 者

要 介 護 認 定 者

【特養入所待機者】

全 体

％

※ 施設入所者は、施設入所前の状況について聞いた

○主な家族介護者の性別は、要介護認定者、特養入所待機者、施設入所者ともに「女性」が６割前後

となっている。 

夫 妻 息子 娘 子の

夫

子の

妻

親 孫 兄弟

姉妹

その

他

無回

答

（ n ）

ポイント以上

ポイント以下

施 設 入 所 者

要 介 護 認 定 者

【特養入所待機者】

全 体

％

② 年齢

○主な家族介護者の年齢は、要介護認定者では「 歳以上」が最も高く、 歳以上が４割半ばとな

っている。

○特養入所待機者では、「 歳代」が最も高く ％となっている。

○施設入所者では、「 歳代」が最も高く ％となっている。

■年 齢

40 歳未満 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳代 80 歳以上 無回答

（ n ）

ポイント以上

ポイント以下

施 設 入 所 者

要 介 護 認 定 者

【特養入所待機者】

全 体

％

※ 施設入所者は、施設入所前の状況について聞いた

③ 続柄

○主な家族介護者の続柄は、要介護認定者では「妻」が最も高く ％、次いで「娘」が ％、

「夫」が ％となっている。

○特養入所待機者では、「娘」が最も高く ％、次いで「妻」が ％、「息子」が ％と続

いている。

○施設入所者では、「娘」が最も高く ％、次いで「息子」が ％、「子の妻」が ％と続

いている。

■続 柄

※ 施設入所者は、施設入所前の状況について聞いた
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【要介護認定者】

○年代別にみると、『前期高齢者』は“配偶者”（「夫」と「妻」の合計）が６割半ば、『後期高齢

者』は“子”（「息子」と「娘」と「子の夫」と「子の妻」の合計）が４割半ばとなっている。

（％）

夫 妻 息

子

娘 子

の

夫

子

の

妻

親 孫 兄

弟

姉

妹

そ

の

他

無

回

答

要介護認定者

前期高齢者（65-74歳）

後期高齢者（75歳以上）

④ 健康状態

○主な家族介護者の健康状態は、要介護認定者、特養入所待機者、施設入所者ともに“よい”が“よ

くない”を上回っている。

■健康状態

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答

（ n ） （ 計 ）

ポイント以上

ポイント以下

施 設 入 所 者

よい よくな

い

要 介 護 認 定 者

【特養入所待機者】

全 体

％

※ 施設入所者は、施設入所前の状況について聞いた

■続柄＜要介護認定者：年代別＞ 
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【要介護認定者】

○年代別にみると、『前期高齢者』は“配偶者”（「夫」と「妻」の合計）が６割半ば、『後期高齢

者』は“子”（「息子」と「娘」と「子の夫」と「子の妻」の合計）が４割半ばとなっている。

（％）

夫 妻 息

子

娘 子

の

夫

子

の

妻

親 孫 兄

弟

姉

妹

そ

の

他

無

回

答

要介護認定者

前期高齢者（65-74歳）

後期高齢者（75歳以上）

④ 健康状態

○主な家族介護者の健康状態は、要介護認定者、特養入所待機者、施設入所者ともに“よい”が“よ

くない”を上回っている。

■健康状態

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答

（ n ） （ 計 ）

ポイント以上

ポイント以下

施 設 入 所 者

よい よくな

い

要 介 護 認 定 者

【特養入所待機者】

全 体

％

※ 施設入所者は、施設入所前の状況について聞いた

■続柄＜要介護認定者：年代別＞ 

（３）介護期間

○主な家族介護者の介護期間は、要介護認定者では、「１～３年未満」が最も高く ％、次いで「３

～５年未満」が ％、「 年以上」が ％、「５～８年未満」が ％となっている。

○特養入所待機者では、「３～５年未満」が最も高く ％、「５～８年未満」が ％となって

いる。 “５年以上”が半数を超えている。

○施設入所者では、「１～３年未満」が最も高く ％、次いで「３～５年未満」が ％となっ

ている。“５年未満”が６割を超えている。

■介護期間

１年未満 １～３年未

満

３～５年未

満

５～８年未

満

８～10 年

未満

10 年以上 無回答

（ n ）

ポイ ント 以上

ポイ ント 以下

施 設 入 所 者

要 介 護 認 定 者

【特養入所待機者】

全 体

％

※ 施設入所者は、施設入所前の状況について聞いた
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（４）介護者の就労状況

① 就労状況

○いずれの調査においても、「無職」が最も高い。

■就労状況

正規社員 非正規社員 パート・アル

バイト

無職 その他 無回答

（ n ）

ポイ ント 以上

ポイ ント 以下

施 設 入 所 者

要 介 護 認 定 者

【特養入所待機者】

全 体

％

※ 施設入所者は、施設入所後の就労状況について聞いた

② 今後の就労意向

○主な家族介護者の就労意向は、要介護認定者では、「働きたくない」が最も高く ％、次いで「わ

からない」が ％と続いている。

○特養入所待機者では、「現在と同様の形で働きたい」が最も高く ％、次いで「働きたくない」

が ％と続いている。

■今後の就労意向

現在と同

様の形で

働きたい

正規社員

として働き

たい

非正規社

員として

働きたい

パート・ア

ルバイトと

して働き

たい

わからな

い

働きたくな

い

無回答

（ n ）

要 介 護 認 定 者

特 養 入 所 待 機 者

％
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（４）介護者の就労状況

① 就労状況

○いずれの調査においても、「無職」が最も高い。

■就労状況

正規社員 非正規社員 パート・アル

バイト

無職 その他 無回答

（ n ）

ポイ ント 以上

ポイ ント 以下

施 設 入 所 者

要 介 護 認 定 者

【特養入所待機者】

全 体

％

※ 施設入所者は、施設入所後の就労状況について聞いた

② 今後の就労意向

○主な家族介護者の就労意向は、要介護認定者では、「働きたくない」が最も高く ％、次いで「わ

からない」が ％と続いている。

○特養入所待機者では、「現在と同様の形で働きたい」が最も高く ％、次いで「働きたくない」

が ％と続いている。

■今後の就労意向

現在と同

様の形で

働きたい

正規社員

として働き

たい

非正規社

員として

働きたい

パート・ア

ルバイトと

して働き

たい

わからな

い

働きたくな

い

無回答

（ n ）

要 介 護 認 定 者

特 養 入 所 待 機 者

％

③ 施設への入所前後での就労状況の変化

○施設入所者の主な家族介護者（入所前）の就労状況は、施設への入所前後どちらも「無職」が最も

高く４割を超えている。

■施設への入所前後での就労状況の変化

【入所前】

正規社員 非正規社員 パート・アル

バイト

無職 その他 無回答

（ n ）

施 設 入 所 者

％

【入所後】

正規社員 非正規社員 パート・アル

バイト

無職 その他 無回答

（ n ）

施 設 入 所 者

％

（５）介護以外の負担の状況

○主な家族介護者の介護以外の負担の状況は、いずれの調査においても、「本人の介護のみしている」

が最も高い。

○「他の家族の介護もしている」は、特養入所待機者で１割半ば、施設入所者で約２割であった。

■介護以外の負担の状況（複数回答）

子（未就学児）の育児をしている

孫（未就学児）の世話をしている

他の家族の介護もしている

本人の介護のみしている

その他

無回答

要介護認定者

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

施設入所者

※ 施設入所者は、施設入所前の介護以外の負担の状況について聞いた
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（６）介護サービス利用時の家族介護者の感じ方

○主な家族介護者の介護サービス利用時の感じ方は、要介護認定者、特養入所待機者ともに「サービ

ス利用中は介護者自身もリフレッシュでき、ありがたい」が最も高い。次いで、「本人がうれしそ

うにしており、満足である」と続いている。

■介護サービス利用時の家族介護者の感じ方（複数回答）

本人がうれしそうにしており、満足である

サービス利用中は介護者自身もリフレッシュでき、ありがたい

本人よりも介護者の方がサービス利用を増やしたい、

と感じるときがある

本人と介護者とで、サービス利用について

意見が一致しないときがある

サービス利用後、本人が気分を害したり、具合が悪くなったり

することがあり、サービス内容などに不満がある

本人がサービス利用を嫌がることがあり、

介護者としてつらいときがある

異性のスタッフの対応に不安を感じるときがある

その他

無回答

要介護認定者

【特養入所待機者】

全体
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（６）介護サービス利用時の家族介護者の感じ方

○主な家族介護者の介護サービス利用時の感じ方は、要介護認定者、特養入所待機者ともに「サービ

ス利用中は介護者自身もリフレッシュでき、ありがたい」が最も高い。次いで、「本人がうれしそ

うにしており、満足である」と続いている。

■介護サービス利用時の家族介護者の感じ方（複数回答）

本人がうれしそうにしており、満足である

サービス利用中は介護者自身もリフレッシュでき、ありがたい

本人よりも介護者の方がサービス利用を増やしたい、

と感じるときがある

本人と介護者とで、サービス利用について

意見が一致しないときがある

サービス利用後、本人が気分を害したり、具合が悪くなったり

することがあり、サービス内容などに不満がある

本人がサービス利用を嫌がることがあり、

介護者としてつらいときがある

異性のスタッフの対応に不安を感じるときがある

その他

無回答

要介護認定者

【特養入所待機者】

全体

本人に正確な症状を伝えるのが難しい

来客の際に気を遣う

日中、家を空けることに不安を感じる

本人の言動が理解できないことがある

本人に受診を勧めても

同意してもらえない

適切な対応や介護方法がわからない

介護を家族など他の人に

任せてよいか、悩むことがある

誰に、何を、どのように相談すればよい

かわからない

家族や親族に介護を協力してもらえない

家の構造が介護をするのに適していない

サービスを利用したら本人の状態が

悪化した（したことがある）

睡眠時間が不規則になり、

健康状態がおもわしくない

身体的につらい（腰痛や肩こり等）

精神的なストレスがたまっている

自分の用事を済ませることができない

自分の自由になる時間が持てない

先々のことを考える余裕がない

経済的につらいと感じたときがある

その他

特に困っていることはない

無回答

要介護認定者

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

施設入所者

（７）家族介護者の負担や困りごと

○主な家族介護者の負担や困りごとは、要介護認定者では「日中、家を空けるのを不安に感じる」

（ ％）、特養入所待機者、施設入所者では「精神的なストレスがたまっている」（それぞれ ％、

％）が最も高い。

■家族介護者の負担や困りごと（複数回答）

※ 施設入所者は、施設入所前の負担や困り

ごとについて聞いた
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（８）介護をしていてつらい時の相談先

○主な家族介護者のつらい時の相談先は、要介護認定者、施設入所者では「家族・親族」（それぞれ

％、 ％）、特養入所待機者では「ケアマネジャー」（ ％）が最も高くなっている。

○「高齢者相談センター（地域包括支援センター）」はいずれの調査でも１割程度となっている。

○一方、「どこにも（誰にも）相談していない」と回答した人が要介護認定者、特養入所待機者、施

設入所者ともに１割前後みられる。

■介護をしていてつらい時の相談先（複数回答）

家族・親族

近所の人

民生・児童委員

ボランティア

介護家族の会などの集まり

社会福祉協議会

ケアマネジャー

医師・医療機関

在宅サービスを行っている

ホームヘルパー・訪問看護

師等

高齢者相談センター

（地域包括支援センター）

その他

どこにも（誰にも）

相談していない

無回答

要介護認定者

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

施設入所者

※ 施設入所者は、施設入所前の介護をしていてつらかったときの相談先について聞いた
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（８）介護をしていてつらい時の相談先

○主な家族介護者のつらい時の相談先は、要介護認定者、施設入所者では「家族・親族」（それぞれ

％、 ％）、特養入所待機者では「ケアマネジャー」（ ％）が最も高くなっている。

○「高齢者相談センター（地域包括支援センター）」はいずれの調査でも１割程度となっている。

○一方、「どこにも（誰にも）相談していない」と回答した人が要介護認定者、特養入所待機者、施

設入所者ともに１割前後みられる。

■介護をしていてつらい時の相談先（複数回答）

家族・親族

近所の人

民生・児童委員

ボランティア

介護家族の会などの集まり

社会福祉協議会

ケアマネジャー

医師・医療機関

在宅サービスを行っている

ホームヘルパー・訪問看護

師等

高齢者相談センター

（地域包括支援センター）

その他

どこにも（誰にも）

相談していない

無回答

要介護認定者

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

施設入所者

※ 施設入所者は、施設入所前の介護をしていてつらかったときの相談先について聞いた

（９）介護者が希望する自身の将来の姿

○主な家族介護者が希望する自身の将来の姿は、「自宅で、介護保険のサービスを中心に利用したい」

が最も高く ％となっている。“自宅で暮らしたい”は、４割超となっている。

○一方、「わからない」は ％となっている。

■介護者が希望する自身の将来の姿

自

宅

で

、

介

護

保

険

の

サ
ー

ビ

ス

を

中

心

に

利

用

し

た

い

自

宅

で

、
家

族

や

親

族

な

ど

か

ら

の

介

護

を

中

心

に

受

け

た

い

家

族

や

親

族

な

ど

の

家

に

住

み

替

え

て

、

介

護

保

険

の

サ
ー

ビ

ス

を

中

心

に

利

用

し

た

い

家

族

や

親

族

な

ど

の

家

に

住

み

替

え

て

、
家

族

や

親

族

な

ど

か

ら

の

介

護

を

中

心

に

受

け

た

い

安

否

確

認

サ
ー

ビ

ス

の

あ

る

住

宅

に

住

み

替

え

て

、

介

護

保

険

の

サ
ー

ビ

ス

を

利

用

し

た

い

安

否

確

認

と

食

事

や

入

浴

の

サ
ー

ビ

ス

の

あ

る

住

宅

に

住

み

替

え

て

、
介

護

保

険

の

サ
ー

ビ

ス

を

利

用

し

た

い

介

護

保

険

サ
ー

ビ

ス

の

あ

る

施

設

・

住

宅

に

入

り

た

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

（ n ） （ 計 ）

自

宅

で

暮

ら

し

た

い

要 介 護 認 定 者

％
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（ ）施設に申し込んだ理由（主な家族介護者）

○主な家族介護者が施設（特養あるいは各入所施設）に申し込んだ理由は、いずれの調査においても、

「将来の介護に不安を感じるため」が最も高い。

○特養入所待機者では、次いで「身体的に疲れているため」「精神的に疲れているため」が挙げられ

ている。

○施設入所者では、次いで「本人が１人暮らしで、介護する同居の家族がいないため」「精神的に疲

れているため」「身体的に疲れているため」が挙げられている。

■施設に申し込んだ理由（複数回答）

将来の介護に不安を感じるため

働いており介護する家族がいないため

高齢あるいは病弱で、介護が困難なため

精神的に疲れているため

身体的に疲れているため

在宅サービスを使いたくないため

地域に十分な介護保険サービス事業者が

いないため

本人が１人暮らしで、

介護する同居の家族がいないため

ショートステイ（短期入所生活介護）が

必要なときに使えないため

デイサービス（通所介護）が

必要なときに使えないため

24 時間のホームヘルプ（訪問介護）

サービスが必要なときに使えないため

現在の在宅サービスの内容に

不満があるため

その他

特にない

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

施設入所者
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（ ）施設に申し込んだ理由（主な家族介護者）

○主な家族介護者が施設（特養あるいは各入所施設）に申し込んだ理由は、いずれの調査においても、

「将来の介護に不安を感じるため」が最も高い。

○特養入所待機者では、次いで「身体的に疲れているため」「精神的に疲れているため」が挙げられ

ている。

○施設入所者では、次いで「本人が１人暮らしで、介護する同居の家族がいないため」「精神的に疲

れているため」「身体的に疲れているため」が挙げられている。

■施設に申し込んだ理由（複数回答）

将来の介護に不安を感じるため

働いており介護する家族がいないため

高齢あるいは病弱で、介護が困難なため

精神的に疲れているため

身体的に疲れているため

在宅サービスを使いたくないため

地域に十分な介護保険サービス事業者が

いないため

本人が１人暮らしで、

介護する同居の家族がいないため

ショートステイ（短期入所生活介護）が

必要なときに使えないため

デイサービス（通所介護）が

必要なときに使えないため

24 時間のホームヘルプ（訪問介護）

サービスが必要なときに使えないため

現在の在宅サービスの内容に

不満があるため

その他

特にない

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

施設入所者

（ ）家族介護者が施設に期待すること

○主な家族介護者が施設（特養あるいは各入所施設）に期待することは、いずれの調査においても、

「 時間体制で介護が受けられること」が最も高い。次いで、「専門的な介護が受けられること」

「孤独にならないこと」が挙げられている。

■施設に期待すること（複数回答）

専門的な介護が受けられること

24 時間体制で介護が受けられること

掃除、洗濯などの家事を代わりにやって

くれること

防犯、防災面などで安心できること

孤独にならないこと

在宅の介護保険サービスより費用が安く

なること

その他

特にない

無回答

【特養入所待機者】

全体

ポイント以上

ポイント以下

施設入所者


